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５
．
お
う
ち
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
親
子
料
理
教

　
　

室
の
開
催

長
年
、Ｊ
Ａ
の
施
設
で
実
施
し
て
き
た
親

子
料
理
教
室
を
継
続
さ
せ
る
た
め
、「
お
う

ち
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
料
理
教
室
」を
２
年
連
続

開
催
し
、多
く
の
方
か
ら
好
評
を
得
ま
し

た
。

６
．
災
害
時
に
お
け
る
支
援
体
制
の
充
実

管
内
の
市
立
病
院
へ
令
和
元
年
度
は
防

災
用
品
、２
年
度
は
ア
ク
リ
ル
パ
ネ
ル
等
を

寄
贈
し
、地
域
に
向
け
た
支
援
体
制
の
充
実

を
図
り
ま
し
た
。（
３
年
度
は
4
ペ
ー
ジ
掲

載
の
東
大
阪
市
へ
の
オ
カ
ワ
カ
メ
お
か
ゆ

等
の
寄
贈
）

７
．
地
域
に
開
か
れ
た
Ｊ
Ａ
と
し
て
の　

　
　

情
報
発
信

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
動
画
配
信
や
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
開
設
な
ど
様
々
な

情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

組
む
項
目
を
決
議
す
る
も
の
で
す
。

今
回
の
大
会
で
は
、「
不
断
の
自
己
改
革

の
実
践
！
持
続
可
能
な
大
阪
農
業
と
地
域

共
生
を
め
ざ
し
て
」を
テ
ー
マ
に
、前
回
の

第
24
回
Ｊ
Ａ
大
阪
府
大
会（
平
成
30
年
）で

決
議
し
た「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
大
阪
の
10
年
後

の
ビ
ジ
ョ
ン
」の
達
成
に
向
け
て
取
り
組
む

5
つ
の
実
践
項
目
を
決
議
し
ま
し
た
。

⑴
持
続
可
能
な
大
阪
農
業
の
振
興

⑵
組
合
員
・
地
域
住
民
の
Ｊ
Ａ
へ
の
参
加
・

　

参
画
に
向
け
た
環
境
づ
く
り

⑶
将
来
の
環
境
変
化
を
踏
ま
え
た
経
営
基

　

盤
の
確
立

⑷
Ｊ
Ａ
の
組
織
・
事
業
・
経
営
を
支
え
活
躍

　

す
る「
人
」づ
く
り

⑸
広
報
活
動
の
強
化
に
よ
る
Ｊ
Ａ
の
魅
力

　

発
信

J
A
グ
ル
ー
プ
大
阪
は
大
会
決
議
を
踏

ま
え
、地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る

Ｊ
Ａ
を
め
ざ
し
て
、不
断
の
自
己
改
革
を
す

す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

Green TopicsGreen Topics

第
９
次
中
期
経
営
計
画（
令
和
４
年
度
〜
令
和
６
年
度
）策
定
委
員
会
を
開
催
！

第
25
回
Ｊ
Ａ
大
阪
府
大
会
開
催
！

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪
は
、組
合
員
の
皆
様
の

貴
重
な
ご
意
見
を
も
と
に
、「
不
断
の
自
己
改
革
」に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

１
月
20
日（
木
）・
２
月
22
日（
火
）、第
９

次
中
期
経
営
計
画（
令
和
４
年
度
〜
令
和
６

年
度
）策
定
委
員
会（
委
員
長
＝
中
野
組
合

長
）を
開
催
し
ま
し
た
。 

委
員
会
で
は
、第
25
回
Ｊ
Ａ
大
阪
府
大
会

の
決
議
事
項
を
受
け
て
、グ
リ
ー
ン
大
阪
の

今
後
の
３
年
間
の
経
営
の
指
針
を
検
討
し

ま
し
た
。 

関
係
官
庁
、Ｊ
Ａ
大
阪
中
央
会
、各
組
織

の
代
表
者
、農
家
の
代
表
者
、准
組
合
員
の

代
表
者
と
各
事
業
委
員
長
、女
性
理
事
、常

勤
役
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。 

会
議
で
は
、「
不
断
の
自
己
改
革
の
実

践
！
持
続
可
能
な
大
阪
農
業
と
地
域
共
生

を
め
ざ
し
て
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
掲

げ
、次
の
基
本
方
針
、基
本
目
標
を
基
に
、計

画
案
を
検
討
し
ま
し
た
。

〈
経
営
理
念
〉 

地
域
の
活
力
と
な
り
、人
々
に
貢
献
し
、

喜
ば
れ
る
Ｊ
Ａ ｠

 ｠

 ｠

 ｠

 

〈
ビ
ジ
ョ
ン
〉 

都
市
農
業
の
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る

と
と
も
に
、豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
、次
代
へ
つ
な
ぐ
協
同
活
動
が
で
き
る
組

織
力
を
強
化
す
る
。 ｠

 ｠

 

〈
基
本
方
針
〉 

  

持
続
可
能
な
大
阪
農
業
の
実
現
と
豊
か
で

く
ら
し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
を
め
ざ
し
、

不
断
の
自
己
改
革
の
実
践
を
す
る
た
め
、健

全
で
堅
実
な
Ｊ
Ａ
経
営
及
び
人
材
育
成
に

取
り
組
み
ま
す
。 

ま
た
、組
合
員
と
地
域
に
と
っ
て
必
要
な

存
在
で
あ
り
続
け
る
た
め
、食
と
農
を
基
軸

と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
活
動

に
取
り
組
み
、総
合
事
業
と
し
て
の
機
能
・

役
割
を
発
揮
し
、経
営
理
念
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

J
A
グ
ル
ー
プ
大
阪
は
、12
月
10
日（
金
）

大
阪
市
内
に
て
、第
25
回
Ｊ
Ａ
大
阪
府
大
会

を
開
き
、当
Ｊ
Ａ
を
含
む
府
内
Ｊ
Ａ
・
連
合

会
、関
係
団
体
な
ど
か
ら
約
１
０
０
人
が
参

加
、ウ
ェ
ブ
配
信
を
併
用
し
、お
よ
そ
１
８

０
人
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
聴
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、グ
リ
ー
ン
大
阪
を
含
む
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
大
阪
が
今
後
３
ヵ
年
で
取
り

当
Ｊ
Ａ
で
は
、自
己
改
革
に
関
す
る
疑
問
・
質
問
、ま
た
、そ
の
他
Ｊ
Ａ
運

営
に
関
し
、組
合
員
の
皆
様
の
ご
意
見
等
を
お
聞
き
し
ま
す
。

左
欄
の「
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
」の
回
答
欄
に
記
入
、切
り
取
り
の
う
え
、最

寄
り
の
本
支
店
、セ
ン
タ
ー
、フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ブ
に
設
置
の「
ア
ン
ケ
ー

ト
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」へ
令
和
４
年
３
月
25
日（
金
）ま
で
に
投
函
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
外
務
員
の
訪
問
時
な
ど
、直
接
、職
員
へ
お
渡
し
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま

せ
ん
。

ＪＡ大阪府大会

J
A
グ
リ
ー
ン
大
阪
〈
基
本
目
標
〉

Ⅰ
．
持
続
可
能
な
大
阪
農
業
の
振
興 

Ⅱ
．
将
来
の
環
境
変
化
を
踏
ま
え
た
経
営
基
盤
の
確
立
と
Ｊ
Ａ
を
支
え
る
「
人
」
づ
く
り 

Ⅲ
．
組
合
員
・
地
域
住
民
の
Ｊ
Ａ
へ
の
参
加
・
参
画
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
と
広
報
活
動

　
　

の
強
化
に
よ
る
Ｊ
Ａ
の
魅
力
発
信

 　

検
討
さ
れ
た
策
定
案
は
、
６
月
の
通
常
総
代
会
へ
上
程
い
た
し
ま
す
。

１
．
農
業
塾
の
継
続

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て
い
た

農
業
塾
を
再
開
し
、農
業
の
担
い
手
確
保
・

育
成
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
．
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
農
地
保
全

行
政
と
連
携
し「
特
定
生
産
緑
地
」へ
の

移
行
の
手
続
支
援
を
積
極
的
に
行
い
、農
地

保
全
に
務
め
ま
し
た
。

３
．
食
農
教
育
の
充
実

地
元
の
子
供
た
ち
を
対
象
に「
農
業
体
験

学
習
」や「
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
体
験
」を
実

施
し
、「
食
」と「
農
」に
つ
い
て
関
心
・
理
解

を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

４
．
女
性
大
学
の
開
講

「
食
と
農
」「
暮
ら
し
」「
文
化
」に
つ
い
て

楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

第
１
期
女
性
大
学「
ワ
タ
シ
カ
レ
ッ
ジ
」を

開
講
し
、Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

切り取り線

切
り
取
り
線

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪　

自
己
改
革
実
践
状
況
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に
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の
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大
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今
後
の
３
年
間
の
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ま
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。 

関
係
官
庁
、Ｊ
Ａ
大
阪
中
央
会
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と
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事
業
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性
理
事
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で
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ま
す
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改
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用
し
、お
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そ
１
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０
人
が
オ
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で
視
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ま
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た
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こ
の
大
会
は
、グ
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ン
大
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を
含
む
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
大
阪
が
今
後
３
ヵ
年
で
取
り

当
Ｊ
Ａ
で
は
、自
己
改
革
に
関
す
る
疑
問
・
質
問
、ま
た
、そ
の
他
Ｊ
Ａ
運

営
に
関
し
、組
合
員
の
皆
様
の
ご
意
見
等
を
お
聞
き
し
ま
す
。

左
欄
の「
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
」の
回
答
欄
に
記
入
、切
り
取
り
の
う
え
、最

寄
り
の
本
支
店
、セ
ン
タ
ー
、フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ブ
に
設
置
の「
ア
ン
ケ
ー

ト
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」へ
令
和
４
年
３
月
25
日（
金
）ま
で
に
投
函
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
外
務
員
の
訪
問
時
な
ど
、直
接
、職
員
へ
お
渡
し
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま

せ
ん
。

ＪＡ大阪府大会

J
A
グ
リ
ー
ン
大
阪
〈
基
本
目
標
〉

Ⅰ
．
持
続
可
能
な
大
阪
農
業
の
振
興 

Ⅱ
．
将
来
の
環
境
変
化
を
踏
ま
え
た
経
営
基
盤
の
確
立
と
Ｊ
Ａ
を
支
え
る
「
人
」
づ
く
り 

Ⅲ
．
組
合
員
・
地
域
住
民
の
Ｊ
Ａ
へ
の
参
加
・
参
画
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
と
広
報
活
動

　
　

の
強
化
に
よ
る
Ｊ
Ａ
の
魅
力
発
信

 　

検
討
さ
れ
た
策
定
案
は
、
６
月
の
通
常
総
代
会
へ
上
程
い
た
し
ま
す
。

１
．
農
業
塾
の
継
続

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て
い
た

農
業
塾
を
再
開
し
、農
業
の
担
い
手
確
保
・

育
成
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
．
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
農
地
保
全

行
政
と
連
携
し「
特
定
生
産
緑
地
」へ
の

移
行
の
手
続
支
援
を
積
極
的
に
行
い
、農
地

保
全
に
務
め
ま
し
た
。

３
．
食
農
教
育
の
充
実

地
元
の
子
供
た
ち
を
対
象
に「
農
業
体
験

学
習
」や「
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
体
験
」を
実

施
し
、「
食
」と「
農
」に
つ
い
て
関
心
・
理
解

を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

４
．
女
性
大
学
の
開
講

「
食
と
農
」「
暮
ら
し
」「
文
化
」に
つ
い
て

楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

第
１
期
女
性
大
学「
ワ
タ
シ
カ
レ
ッ
ジ
」を

開
講
し
、Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

切り取り線

切
り
取
り
線

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪　

自
己
改
革
実
践
状
況
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１２月１５日（水）、花園ラグビー支店に、全
国高校ラグビー大会を盛り上げようと、東
大阪市により懸垂幕が設置されました。

１２月１８日（土）、農産物直売所「フレッシュ・クラ
ブ」では、直売所の利用者３２名が参加して、「ク
リスマスリース作り講習会」を開催しました。

グリーン大阪では環境に配慮して紙の
使用軽減を目指し、ホームページでの
フォレストの閲覧を進めています。今
後、フォレストの配布が不要な方は、最
寄りの支店までご連絡下さい。ＬＩＮＥ登
録していただければ、ＬＩＮＥからホーム
ページが閲覧でき、フォレストもみるこ
とができます。

１２月２８日（火）～２９日（水）、三野郷支部
朝市会では、三野郷支店にて、地元野菜や
花卉の「年末大売り出し」を実施しました。

１２月８日（水）、女性会楠根支部では、参加者
３０名のもと、楠根支店にて、お正月用の寄せ
植え講習会を実施しました。

１２月１２日（日）、東大阪市農業振興啓発協議会（ＪＡグリーン大阪、ＪＡ
大阪中河内、東大阪市・大阪府などの関係機関で構成）では、玉串地区の
菊を使ったフラワーアレンジ教室を東大阪市内で開催しました。

１２月１５日（水）、英田支部朝市部会では、
英田支店にて、生産者による農産物直売会
を実施しました。

１月６日（木）、意岐部支部朝市友の会では、
意岐部支店にて初売りを行い、甘酒の振る
舞いをしました。

１月８日（土）、農産物直売所「フレッシュ・クラブ」では、
３店舗（本店・吉田店・東花園店）で、初売りを行い、エー
コープ商品の甘酒のプレゼントをしました。

フォレストの配布について

１
月
19
日（
水
）、第
67
回
Ｊ
Ａ
全
国

女
性
大
会
が
東
京
千
代
田
区
か
ら
ラ

イ
ブ
配
信
で
開
催
さ
れ
、グ
リ
ー
ン
大

阪
女
性
会
の
山
本
ひ
ろ
み
会
長
が

ウ
ェ
ブ
で
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
１
３
７
０
人
で
し
た
。

令
和
４
年
か
ら
の
新
３
ヵ
年
計
画

は「
Ｊ
Ａ
女
性　

想（
お
も
）い
を
一
つ

に　

か
な
え
よ
う
♧
」と
決
ま
り
ま
し

た
。具
体
的
な
活
動
と
し
て「
①
つ
な

が
ろ
う
②
ま
も
ろ
う
③
か
か
わ
ろ
う
」

を
掲
げ
ま
し
た
。

「
お
お
さ
か
開
墾
」（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
コ
ー
ナ
ー
）で
都
市
農
業
を
紹
介

東
大
阪
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
ジ
ェ
イ
コ

ム
ウ
エ
ス
ト
東
大
阪
局
）の「
ジ
モ
ト
応

援
！
つ
な
が
る
ニ
ュ
ー
ス
」の
番
組
内
に
都

市
農
業
を
応
援
し
よ
う
と
、「
お
お
さ
か
開

墾
」と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、農
産
物
の

収
穫
体
験
な
ど
を
定
期
的
に
紹
介
し
て
い

ま
す
。

１
月
17
日（
月
）に
は
、松
本
和
子
さ
ん

（
稲
葉
）の
畑
で
、松
本
さ
ん
と
リ
ポ
ー
タ
ー

が
、「
お
で
ん
大
根
」と「
Ｙ
Ｒ
く
ら
ま
」（
青

首
大
根
）を
収
穫
、二
人
で
大
根
洗
浄
機
を

使
っ
て
土
を
落
と
す
シ
ー
ン
も
放
送
さ
れ

ま
し
た
。

「
オ
カ
ワ
カ
メ
お
か
ゆ
」７
０
０
食
と「
玄
米
」４
８
０
㎏
を
東
大
阪
市
に
寄
贈

グ
リ
ー
ン
大
阪
は
、２
月
９
日（
水
）、「
オ

カ
ワ
カ
メ
お
か
ゆ
」７
０
０
食
と「
玄
米
」４

８
０
㎏
を
東
大
阪
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

中
野
組
合
長
が
東
大
阪
市
役
所
本
庁
舎

を
訪
問
し
、「
Ｊ
Ａ
の
地
域
貢
献
活
動
と
し

て
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
供
た
ち
と
そ
の
家
族

を
支
援
す
る
た
め『
こ
ど
も
食
堂
』等
に
役

立
て
ば
と
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

野
田
東
大
阪
市
長
は
、寄
贈
に
対
し
お
礼

を
述
べ
る
と
と
も
に
、中
野
組
合
長
へ
感
謝

状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、Ｊ
Ａ
共
済
の
地
域
農
業
活
性
化

積
立
金
を
活
用
し
ま
し
た
。

リポーターと大根を洗う松本さん

中野組合長（左）野田市長（右）

ＪＡ全国女性大会、ウェブで参加！

Green Topics

切り取り線

切
り
取
り
線

フォレストの配布
不要のお申込み
はこちら→



5 4

１２月１５日（水）、花園ラグビー支店に、全
国高校ラグビー大会を盛り上げようと、東
大阪市により懸垂幕が設置されました。

１２月１８日（土）、農産物直売所「フレッシュ・クラ
ブ」では、直売所の利用者３２名が参加して、「ク
リスマスリース作り講習会」を開催しました。

グリーン大阪では環境に配慮して紙の
使用軽減を目指し、ホームページでの
フォレストの閲覧を進めています。今
後、フォレストの配布が不要な方は、最
寄りの支店までご連絡下さい。ＬＩＮＥ登
録していただければ、ＬＩＮＥからホーム
ページが閲覧でき、フォレストもみるこ
とができます。

１２月２８日（火）～２９日（水）、三野郷支部
朝市会では、三野郷支店にて、地元野菜や
花卉の「年末大売り出し」を実施しました。

１２月８日（水）、女性会楠根支部では、参加者
３０名のもと、楠根支店にて、お正月用の寄せ
植え講習会を実施しました。

１２月１２日（日）、東大阪市農業振興啓発協議会（ＪＡグリーン大阪、ＪＡ
大阪中河内、東大阪市・大阪府などの関係機関で構成）では、玉串地区の
菊を使ったフラワーアレンジ教室を東大阪市内で開催しました。

１２月１５日（水）、英田支部朝市部会では、
英田支店にて、生産者による農産物直売会
を実施しました。

１月６日（木）、意岐部支部朝市友の会では、
意岐部支店にて初売りを行い、甘酒の振る
舞いをしました。

１月８日（土）、農産物直売所「フレッシュ・クラブ」では、
３店舗（本店・吉田店・東花園店）で、初売りを行い、エー
コープ商品の甘酒のプレゼントをしました。

フォレストの配布について

１
月
19
日（
水
）、第
67
回
Ｊ
Ａ
全
国

女
性
大
会
が
東
京
千
代
田
区
か
ら
ラ

イ
ブ
配
信
で
開
催
さ
れ
、グ
リ
ー
ン
大

阪
女
性
会
の
山
本
ひ
ろ
み
会
長
が

ウ
ェ
ブ
で
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
１
３
７
０
人
で
し
た
。

令
和
４
年
か
ら
の
新
３
ヵ
年
計
画

は「
Ｊ
Ａ
女
性　

想（
お
も
）い
を
一
つ

に　

か
な
え
よ
う
♧
」と
決
ま
り
ま
し

た
。具
体
的
な
活
動
と
し
て「
①
つ
な

が
ろ
う
②
ま
も
ろ
う
③
か
か
わ
ろ
う
」

を
掲
げ
ま
し
た
。

「
お
お
さ
か
開
墾
」（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
コ
ー
ナ
ー
）で
都
市
農
業
を
紹
介

東
大
阪
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
ジ
ェ
イ
コ

ム
ウ
エ
ス
ト
東
大
阪
局
）の「
ジ
モ
ト
応

援
！
つ
な
が
る
ニ
ュ
ー
ス
」の
番
組
内
に
都

市
農
業
を
応
援
し
よ
う
と
、「
お
お
さ
か
開

墾
」と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、農
産
物
の

収
穫
体
験
な
ど
を
定
期
的
に
紹
介
し
て
い

ま
す
。

１
月
17
日（
月
）に
は
、松
本
和
子
さ
ん

（
稲
葉
）の
畑
で
、松
本
さ
ん
と
リ
ポ
ー
タ
ー

が
、「
お
で
ん
大
根
」と「
Ｙ
Ｒ
く
ら
ま
」（
青

首
大
根
）を
収
穫
、二
人
で
大
根
洗
浄
機
を

使
っ
て
土
を
落
と
す
シ
ー
ン
も
放
送
さ
れ

ま
し
た
。

「
オ
カ
ワ
カ
メ
お
か
ゆ
」７
０
０
食
と「
玄
米
」４
８
０
㎏
を
東
大
阪
市
に
寄
贈

グ
リ
ー
ン
大
阪
は
、２
月
９
日（
水
）、「
オ

カ
ワ
カ
メ
お
か
ゆ
」７
０
０
食
と「
玄
米
」４

８
０
㎏
を
東
大
阪
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

中
野
組
合
長
が
東
大
阪
市
役
所
本
庁
舎

を
訪
問
し
、「
Ｊ
Ａ
の
地
域
貢
献
活
動
と
し

て
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
供
た
ち
と
そ
の
家
族

を
支
援
す
る
た
め『
こ
ど
も
食
堂
』等
に
役

立
て
ば
と
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

野
田
東
大
阪
市
長
は
、寄
贈
に
対
し
お
礼

を
述
べ
る
と
と
も
に
、中
野
組
合
長
へ
感
謝

状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、Ｊ
Ａ
共
済
の
地
域
農
業
活
性
化

積
立
金
を
活
用
し
ま
し
た
。

リポーターと大根を洗う松本さん

中野組合長（左）野田市長（右）

ＪＡ全国女性大会、ウェブで参加！

Green Topics

切り取り線

切
り
取
り
線

フォレストの配布
不要のお申込み
はこちら→



67

受取受取受取受取受取受取受取受取受取受取受取受取受取受取受取受取受取受取受取受取受取受取受取受取受取受取受取ってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってまってますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！受取ってます！受取ってます！受取受取受取受取受取受取
年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金年金

中
牧
　
ひ
と
み
さ
ん（
55
）＝
森
河
内
東
＝

我が家のペットちゃん 奏
太
く
ん
は
４
月
か
ら
幼
稚
園
に
通
う
、元
気
な
男

の
子
で
す
。ミ
ニ
カ
ー
で
遊
ん
だ
り
、ミ
ニ
カ
ー
の
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
動
画
を
見
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。好
き
な
テ

レ
ビ
は
ポ
ケ
モ
ン
。中
で
も
、ポ
ケ
モ
ン
の
ポ
ッ
チ
ャ
マ

が
大
好
き
で
、将
来
ポ
ッ
チ
ャ
マ
に
な
り
た
い
そ
う
で

す
。る
り
な
ち
ゃ
ん
の
面
倒
見
も
よ
く
、お
や
つ
を
あ
げ

た
り
、お
も
ち
ゃ
を
貸
し
て
あ
げ
一
緒
に
遊
ん
で
い
ま

す
。写

真
は
、大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
イ
ベ
ン
ト

で
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
見
学
し
た
時
の
も
の
で
す
。

ご
両
親
は
、「
二
人
仲
良
く
、元
気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ

て
ほ
し
い
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ひ
め
ち
�
ん

ひ
め
ち
�
ん
（
ス
パ
ニ
エ
ル
）

嶋
　
奏
太
く
ん
（
3
）
・
る
り
な
ち
ゃ
ん
（
1
）

父　

綾
介
さ
ん
・
母　

蘭
奈
さ
ん
＝
加
納
＝

西岡　利津夫さん（78）
＝角田＝

思
い
出
の
写
真

思
い
出
の
写
真

山
本
　
栄
次
さ
ん（
84
）

＝
横
小
路
町
＝

ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト

杉
山
　
京
未
さ
ん（
66
）

＝
御
厨
＝

作
に
な
る
と
半
年
以
上
か
か
る
そ
う
で
す
。

特
に「
ひ
ま
わ
り
」を
作
っ
た
時
は
、花
芯
の

部
分
が
大
変
で
完
成
す
る
ま
で
８
ヵ
月
か

か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
ワ
イ
ヤ
ー
の
テ
ー
プ
巻
、粘
土
の
着
色

等
の
工
程
が
多
い
で
す
が
、花
器
に
組
み
立

て
る
ワ
ク
ワ
ク
感
が
楽
し
く
、ゆ
っ
く
り
好

き
な
花
を
こ
れ
か
ら
も
作
り
続
け
て
い
き

た
い
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

中
牧
さ
ん
の
愛
犬
は
キ
ャ
バ
リ
ア
・
キ
ン
グ
・

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
パ
ニ
エ
ル
の
ひ
め
ち
ゃ
ん
４

歳
で
す
。

き
ょ
う
み

し
、前
向
き
に
感
謝
も
忘
れ
ず
に
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、横
小
路
町
の
山
本
栄
次
さ
ん
よ

り
、昭
和
18
年
10
月
に
、家
族
と
一
緒
に
撮

影
さ
れ
た
写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

前
列
の
中
央
に
写
っ
て
い
る
の
が
、こ
ど

も
の
頃
の
山
本
さ
ん
で
す
。戦
争
中
だ
っ
た

の
で
、自
宅
の
庭
に
あ
っ
た
防
空
壕
の
上
で

撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
頃
、山
本
さ
ん
は
、

お
祭
り
の
太
鼓
台
に
乗

り
、太
鼓
を
た
た
く
の
が

好
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、ミ
カ
ン
箱
に
ゴ

ザ
を
敷
い
て
、そ
の
上
で

コ
マ
回
し
や
ビ
ー
玉
遊

び
を
す
る
元
気
で
活
発

な
男
の
子
で
、野
球
も
大

好
き
だ
っ
た
そ
う
で
、

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
し
て

い
て
、「
元
気
す
ぎ
て
父

親
に『
け
が
す
る
か
ら
無

理
す
る
な
よ
』と
よ
く
言

わ
れ
ま
し
た
」と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

りつお

今
回
は
、角
田
に
お
住
ま
い
の
西
岡

利
津
夫
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

西
岡
さ
ん
は
、午
前
中
は
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
の
練
習
、午
後
か
ら
は「
愛

ガ
ー
ド
活
動
」に
参
加
し
、子
供
た
ち

の
安
全
を
守
る
と
と
も
に
、地
域
の

方
々
と
交
流
を
深
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

西
岡
さ
ん
は「
健
康
で
充
実
し
た
毎

日
が
過
ご
せ
る
の
も
、家
族
や
友
人
、

地
域
の
方
々
の
支
え
の
お
か
げ
で
す
。

苦
楽
を
共
に
過
ご
し
て
き
た
時
間
は

私
の
財
産
で
す
。今
後
も『
絆
』を
大
切

に
し
て
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加

好
き
な
遊
び
は
散
歩
。た
く
さ

ん
遊
ん
だ
あ
と
の
お
風
呂
も
大

好
き
で
す
。

好
き
な
食
べ
物
は
、パ
ン
と
う

ど
ん
。家
族
が
食
べ
て
い
る
の
を

あ
げ
て
い
る
う
ち
に
、大
好
き
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。　

中
牧
さ
ん
は「
家
族
が
家
に

帰
っ
て
き
た
時
は
大
喜
び
し
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
元
気
で
一
緒
に

過
ご
し
て
い
き
た
い
」と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

今
回
は「
ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト
」が
趣
味
の

杉
山
京
未
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト
と
は
ソ
フ
ト
ク
レ
イ

と
い
う
樹
脂
粘
土
を
使
っ
て
花
や
リ
ー
ス

等
を
制
作
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

６
年
前
に
ご
主
人
の
勧
め
も
あ
っ
て
、教

室
に
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
始
め
ら
れ

ま
し
た
。

花
、リ
ー
ス
の
作
品
を
中
心
に
今
ま
で
に

30
を
超
え
る
作
品
を
手
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

リ
ー
ス
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
季
節
感
を
身
近

に
感
じ
た
く
て
制
作
を
始
め
ら
れ
た
そ
う

で
す
。

作
品
は
完
成
す
る
ま
で
２
〜
３
ヵ
月
。大
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中
牧
　
ひ
と
み
さ
ん（
55
）＝
森
河
内
東
＝

我が家のペットちゃん 奏
太
く
ん
は
４
月
か
ら
幼
稚
園
に
通
う
、元
気
な
男

の
子
で
す
。ミ
ニ
カ
ー
で
遊
ん
だ
り
、ミ
ニ
カ
ー
の
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
動
画
を
見
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。好
き
な
テ

レ
ビ
は
ポ
ケ
モ
ン
。中
で
も
、ポ
ケ
モ
ン
の
ポ
ッ
チ
ャ
マ

が
大
好
き
で
、将
来
ポ
ッ
チ
ャ
マ
に
な
り
た
い
そ
う
で

す
。る
り
な
ち
ゃ
ん
の
面
倒
見
も
よ
く
、お
や
つ
を
あ
げ

た
り
、お
も
ち
ゃ
を
貸
し
て
あ
げ
一
緒
に
遊
ん
で
い
ま

す
。写

真
は
、大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
イ
ベ
ン
ト

で
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
見
学
し
た
時
の
も
の
で
す
。

ご
両
親
は
、「
二
人
仲
良
く
、元
気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ

て
ほ
し
い
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ひ
め
ち
�
ん

ひ
め
ち
�
ん
（
ス
パ
ニ
エ
ル
）

嶋
　
奏
太
く
ん
（
3
）
・
る
り
な
ち
ゃ
ん
（
1
）

父　

綾
介
さ
ん
・
母　

蘭
奈
さ
ん
＝
加
納
＝

西岡　利津夫さん（78）
＝角田＝

思
い
出
の
写
真

思
い
出
の
写
真

山
本
　
栄
次
さ
ん（
84
）

＝
横
小
路
町
＝

ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト

杉
山
　
京
未
さ
ん（
66
）

＝
御
厨
＝

作
に
な
る
と
半
年
以
上
か
か
る
そ
う
で
す
。

特
に「
ひ
ま
わ
り
」を
作
っ
た
時
は
、花
芯
の

部
分
が
大
変
で
完
成
す
る
ま
で
８
ヵ
月
か

か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
ワ
イ
ヤ
ー
の
テ
ー
プ
巻
、粘
土
の
着
色

等
の
工
程
が
多
い
で
す
が
、花
器
に
組
み
立

て
る
ワ
ク
ワ
ク
感
が
楽
し
く
、ゆ
っ
く
り
好

き
な
花
を
こ
れ
か
ら
も
作
り
続
け
て
い
き

た
い
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

中
牧
さ
ん
の
愛
犬
は
キ
ャ
バ
リ
ア
・
キ
ン
グ
・

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
パ
ニ
エ
ル
の
ひ
め
ち
ゃ
ん
４

歳
で
す
。

き
ょ
う
み

し
、前
向
き
に
感
謝
も
忘
れ
ず
に
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、横
小
路
町
の
山
本
栄
次
さ
ん
よ

り
、昭
和
18
年
10
月
に
、家
族
と
一
緒
に
撮

影
さ
れ
た
写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

前
列
の
中
央
に
写
っ
て
い
る
の
が
、こ
ど

も
の
頃
の
山
本
さ
ん
で
す
。戦
争
中
だ
っ
た

の
で
、自
宅
の
庭
に
あ
っ
た
防
空
壕
の
上
で

撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
頃
、山
本
さ
ん
は
、

お
祭
り
の
太
鼓
台
に
乗

り
、太
鼓
を
た
た
く
の
が

好
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、ミ
カ
ン
箱
に
ゴ

ザ
を
敷
い
て
、そ
の
上
で

コ
マ
回
し
や
ビ
ー
玉
遊

び
を
す
る
元
気
で
活
発

な
男
の
子
で
、野
球
も
大

好
き
だ
っ
た
そ
う
で
、

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
し
て

い
て
、「
元
気
す
ぎ
て
父

親
に『
け
が
す
る
か
ら
無

理
す
る
な
よ
』と
よ
く
言

わ
れ
ま
し
た
」と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

りつお

今
回
は
、角
田
に
お
住
ま
い
の
西
岡

利
津
夫
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

西
岡
さ
ん
は
、午
前
中
は
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
の
練
習
、午
後
か
ら
は「
愛

ガ
ー
ド
活
動
」に
参
加
し
、子
供
た
ち

の
安
全
を
守
る
と
と
も
に
、地
域
の

方
々
と
交
流
を
深
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

西
岡
さ
ん
は「
健
康
で
充
実
し
た
毎

日
が
過
ご
せ
る
の
も
、家
族
や
友
人
、

地
域
の
方
々
の
支
え
の
お
か
げ
で
す
。

苦
楽
を
共
に
過
ご
し
て
き
た
時
間
は

私
の
財
産
で
す
。今
後
も『
絆
』を
大
切

に
し
て
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加

好
き
な
遊
び
は
散
歩
。た
く
さ

ん
遊
ん
だ
あ
と
の
お
風
呂
も
大

好
き
で
す
。

好
き
な
食
べ
物
は
、パ
ン
と
う

ど
ん
。家
族
が
食
べ
て
い
る
の
を

あ
げ
て
い
る
う
ち
に
、大
好
き
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。　

中
牧
さ
ん
は「
家
族
が
家
に

帰
っ
て
き
た
時
は
大
喜
び
し
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
元
気
で
一
緒
に

過
ご
し
て
い
き
た
い
」と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

今
回
は「
ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト
」が
趣
味
の

杉
山
京
未
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト
と
は
ソ
フ
ト
ク
レ
イ

と
い
う
樹
脂
粘
土
を
使
っ
て
花
や
リ
ー
ス

等
を
制
作
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

６
年
前
に
ご
主
人
の
勧
め
も
あ
っ
て
、教

室
に
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
始
め
ら
れ

ま
し
た
。

花
、リ
ー
ス
の
作
品
を
中
心
に
今
ま
で
に

30
を
超
え
る
作
品
を
手
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

リ
ー
ス
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
季
節
感
を
身
近

に
感
じ
た
く
て
制
作
を
始
め
ら
れ
た
そ
う

で
す
。

作
品
は
完
成
す
る
ま
で
２
〜
３
ヵ
月
。大



89



89



11 10

春
夏
の
エ
コ
農
産
物
の
申
請
者
が
１
０
２
名
！

農
業
に
お
い
て
特
に
重
要
と
さ
れ
る
こ

と
の
ひ
と
つ
が「
土
づ
く
り
」で
す
。栽
培
す

る
作
物
ご
と
に
必
要
な
肥
料
成
分
の
量
が

あ
り
、バ
ラ
ン
ス
の
良
い
施
肥
が
重
要
に
な

り
ま
す
。

今
回
は
、先
日
管
内
の
圃
場
で
行
っ
た
土

壌
分
析
の
結
果
の
総
評
と
し
て
、特
に
注
意

し
て
い
た
だ
き
た
い
成
分
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

〇「
加
里
」：
栽
培
に
必
要
な「
三
大
要
素
」の

ひ
と
つ
で
す
。主
に
細
胞
液
の
中
に
存
在

し
、様
々
な
化
学
反
応
に
作
用
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、蒸
散
に
も
作

用
し
、水
分
吸
収
を
調
節
す
る
作
用
も
あ
り

ま
す
。不
足
す
る
と
、古
い
葉
の
先
端
や
縁

か
ら
黄
化
し
、根
張
り
が
弱
く
な
る
な
ど
の

症
状
が
生
じ
ま
す
。

〇「
石
灰
」：
葉
の
葉
緑
素
・
細
胞
壁
を
作
る

の
に
必
要
な
成
分
で
す
が
、土
中
に
過
剰
に

存
在
す
る
と
、加
里
や
鉄
な
ど
の
吸
収
を
妨

げ
、欠
乏
症
を
誘
発
し
ま
す
の
で
、適
度
な

施
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〇「
腐
植
」：
土
壌
中
の
有
機
物
が
分
解
さ
れ

て
で
き
た
も
の
を
言
い
ま
す
。腐
植
に
は
保

肥
力
を
高
め
、ｐ
Ｈ（「
酸
性
・
ア
ル
カ
リ
性

の
度
合
い
を
示
す
数
値
）の
増
減
を
緩
や
か

に
し
、土
を
柔
ら
か
く
す
る
役
割
が
あ
り
ま

す
。一
般
的
な
野
菜
栽
培
に
お
い
て
、堆
肥

で
十
分
な
有
機
物
を
補
充
す
る
に
は
１
ａ

（
１
０
０
㎡
）当
た
り
年
間
１
５
０
〜
２
０

今
年
の
春
夏
に
収
穫
予
定
の
農
産
物
に
向
け
て
、大
阪
エ
コ
農
産
物
の
申
請
者
が

昨
年
に
引
き
続
き
、目
標
の
１
０
０
名
を
超
え
る
１
０
２
名
と
な
り
ま
し
た
。今
年
も

Ｊ
Ａ
単
位
の
申
請
者
数
は
、大
阪
府
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。（
１
月
末
現
在
）

大
阪
エ
コ
農
産
物
と
は
、農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
を
通
常
の
半
分
以
下
に
抑
え
、

生
産
者
の
栽
培
計
画
書
を
も
と
に
、栽
培
・
収
穫
さ
れ
た
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
こ

と
で
す
。

ま
た
、１
品
目
あ
た
り
の
栽
培
面
積
が
１
ａ
未
満
の
小
規
模
の
生
産
者
で
も
、グ

リ
ー
ン
大
阪
が
独
自
で
認
証
す
る『
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪
推
奨
農
産
物
』と
い
う
制
度

も
あ
り
、安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
食
卓
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

エ
コ
農
産
物
は
、「
健
康
百
菜
」と
名
付
け
て
、販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

 

〈
フ
ァ
ー
ム
・
マ
イ
レ
ー
ジ
２
運
動
と
連
携
〉

エ
コ
農
産
物「
健
康
百
菜
」を
食
べ
る
こ
と
で
、野
菜
が

育
つ
農
地
を
守
る
運
動
が
、「
フ
ァ
ー
ム
・
マ
イ
レ
ー
ジ
２
」

で
す
。

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ブ
」や
支
店
の
朝
市
で
、販
売
し

て
い
る
エ
コ
農
産
物「
健
康
百
菜
」の
認
証
シ
ー
ル
を
集

め
て
、専
用
シ
ー
ト
に
48
枚
貼
り
、い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、

感
謝
状
の
贈
呈
と
レ
ジ
に
て
３
０
０
円
相
当
が
割
引
さ

れ
ま
す
。専
用
シ
ー
ト
は
、グ
リ
ー
ン
大
阪
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

グ
リ
ー
ン
大
阪
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、「
地
元
を
食
べ

よ
う
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、今
後
も
エ
コ
農
産
物

の
栽
培
に
取
り
組
む
生
産
者
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
の
春
夏
に
収
穫
予
定
の
農
産
物
に
向
け
て
、大
阪
エ
コ
農
産
物
の
申
請
者
が

昨
年
に
引
き
続
き
、目
標
の
１
０
０
名
を
超
え
る
１
０
２
名
と
な
り
ま
し
た
。今
年
も

Ｊ
Ａ
単
位
の
申
請
者
数
は
、大
阪
府
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。（
１
月
末
現
在
）

大
阪
エ
コ
農
産
物
と
は
、農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
を
通
常
の
半
分
以
下
に
抑
え
、

生
産
者
の
栽
培
計
画
書
を
も
と
に
、栽
培
・
収
穫
さ
れ
た
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
こ

と
で
す
。

ま
た
、１
品
目
あ
た
り
の
栽
培
面
積
が
１
ａ
未
満
の
小
規
模
の
生
産
者
で
も
、グ

リ
ー
ン
大
阪
が
独
自
で
認
証
す
る『
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪
推
奨
農
産
物
』と
い
う
制
度

も
あ
り
、安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
食
卓
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

エ
コ
農
産
物
は
、「
健
康
百
菜
」と
名
付
け
て
、販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

０
㎏
程
度
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。必
要
量

が
非
常
に
多
い
た
め
、一
度
に
施
用
す
る
よ

り
は
年
に
数
回
、作
付
け
ご
と
に
施
用
す
る

方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

〇「
ケ
イ
酸
」：
稲
の
葉
や
茎
の
表
面
を
硬
化

す
る
の
に
必
要
な
成
分
で
す
。不
足
す
る
と

倒
伏
し
や
す
く
な
っ
た
り
、病
気
に
か
か
り

や
す
く
な
っ
た
り
す
る
た
め
、「
ケ
イ
カ
ル
」

や「
ケ
イ
酸
加
里
入
り
ユ
ー
コ
ー
ト
６
６

８
」な
ど
の
ケ
イ
酸
の
入
っ
た
肥
料
を
使
用

し
て
補
い
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
は

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪　

営
農
セ
ン
タ
ー
ま
で

フ
リ
ー
コ
ー
ル
：
0
1
2
0（
2
3
3
）4
8
9

フレッシュ・クラブ 信通 フレッシュ・クラブの情報を
お届けします。
フレッシュ・クラブの情報を
お届けします。

硫マグ　20kg入り　￥1,940
（税込み　令和4年2月現在）

ツナと大根のしょうが酢和え

大根サラダ

ほめられ酢を使った大根のレシピを紹介します。

エ
ー
コ
ー
プ　

ほ
め
ら
れ
酢

万
能
酢
な
の
で
こ
れ
１
本
で
和
洋
中
が
簡
単
に
！

柔
ら
か
な
酸
味
で
後
味
さ
わ
や
か　

お
子
様
も
食
べ
や
す
く
安
心
！

国
産
原
料
に
こ
だ
わ
り
、
最
優
先
に
使
用
！

手
軽
に
使
え
る
手
持
ち
サ
イ
ズ

使
い
切
り
に
い
い
３
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
！

※先日行った土壌検査の様子と検査結果

☆おすすめ資材：「硫マグ」
苦土（Mg）の補給資材として苦土石灰を
用いることが多いですが、石灰過剰の土壌
においては適切ではありません。石灰過剰
の圃場における苦土の補給に、石灰分を含
まない硫マグの施用をおすすめします。

エコ農産物の申請説明会

作り方

１．大根・・・・いちょう切り

にんじん・・薄い半月切り

きゅうり・・小口切り

切った野菜は塩もみしてしばらくおき、水気を絞る。

２．ツナ缶は油を切る。

３．しょうがはせん切りにし、調味料と合わせ、

しょうが酢を作る。

４．ツナ缶と（１）をしょうが酢で和える。

 

作り方

１．大根・・・・皮をむき、皮むき器で薄い帯状に切り、

塩もみをし、水気を絞る。

かいわれ菜…根を切り落とし、半分の長さに切る。

２．ボウルに☆調味料を合わせ、大根とツナ缶を入れてよく混ぜ合わせる。

調味料がなじんだらかいわれ菜を入れ、さっと和えて器に盛る。

※お好みでかつお節やきざみのりを飾っても美味しいです。
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春
夏
の
エ
コ
農
産
物
の
申
請
者
が
１
０
２
名
！

農
業
に
お
い
て
特
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重
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れ
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と
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」で
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培
す

る
作
物
ご
と
に
必
要
な
肥
料
成
分
の
量
が

あ
り
、バ
ラ
ン
ス
の
良
い
施
肥
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
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土

壌
分
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の
結
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評
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て
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に
注
意

し
て
い
た
だ
き
た
い
成
分
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。
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加
里
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栽
培
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な「
三
大
要
素
」の

ひ
と
つ
で
す
。主
に
細
胞
液
の
中
に
存
在

し
、様
々
な
化
学
反
応
に
作
用
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、蒸
散
に
も
作

用
し
、水
分
吸
収
を
調
節
す
る
作
用
も
あ
り

ま
す
。不
足
す
る
と
、古
い
葉
の
先
端
や
縁

か
ら
黄
化
し
、根
張
り
が
弱
く
な
る
な
ど
の

症
状
が
生
じ
ま
す
。
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灰
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葉
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葉
緑
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細
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を
作
る

の
に
必
要
な
成
分
で
す
が
、土
中
に
過
剰
に

存
在
す
る
と
、加
里
や
鉄
な
ど
の
吸
収
を
妨

げ
、欠
乏
症
を
誘
発
し
ま
す
の
で
、適
度
な

施
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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植
に
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保

肥
力
を
高
め
、ｐ
Ｈ（「
酸
性
・
ア
ル
カ
リ
性

の
度
合
い
を
示
す
数
値
）の
増
減
を
緩
や
か

に
し
、土
を
柔
ら
か
く
す
る
役
割
が
あ
り
ま

す
。一
般
的
な
野
菜
栽
培
に
お
い
て
、堆
肥

で
十
分
な
有
機
物
を
補
充
す
る
に
は
１
ａ
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０
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間
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０
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１
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名
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ま
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年
も

Ｊ
Ａ
単
位
の
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数
は
、大
阪
府
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。（
１
月
末
現
在
）

大
阪
エ
コ
農
産
物
と
は
、農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
を
通
常
の
半
分
以
下
に
抑
え
、

生
産
者
の
栽
培
計
画
書
を
も
と
に
、栽
培
・
収
穫
さ
れ
た
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
こ

と
で
す
。

ま
た
、１
品
目
あ
た
り
の
栽
培
面
積
が
１
ａ
未
満
の
小
規
模
の
生
産
者
で
も
、グ

リ
ー
ン
大
阪
が
独
自
で
認
証
す
る『
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪
推
奨
農
産
物
』と
い
う
制
度

も
あ
り
、安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
食
卓
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

エ
コ
農
産
物
は
、「
健
康
百
菜
」と
名
付
け
て
、販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
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かいわれ菜…根を切り落とし、半分の長さに切る。
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・３月 １０日（木） 楠 根支店
・３月 １７日（木） 意岐部支店
・３月 ２４日（木） 荒 本支店

時間：全て 午前１０時 ～ 午後１時

最新のデジタル補聴器「きこえ」の体験に

お気軽にお立ち寄りください！

※ご来場出来ない場合は、ご自宅でも同様にご体験頂けますのでご連絡下さい。

※ご利用は組合員に限ります。

３

３

３

縄手支店
072（982）1212

本店 資産活用課
06（6748）5208

意岐部支店
06（6781）7881

法 律 相 談

税 務 相 談

英田支店 花園ラグビー支店 玉川支店

盾津支店 新庄支店 縄手支店

縄手南支店 三野郷支店 玉串支店

楠根支店 意岐部支店 荒本支店

・

・

・

※事前に最寄りの支店へお申込みください。

顧問弁護士、各支店の担当派遣税理士がご相談に応じます。

新型コロナウィルスの今後の感染状況により、開催時期等を

変更させていただく場合があります。

・

午後２時より

午後１時より

午後１時３０分より

月

月

月

日（火）

日（木）

日（木）

８

１０

１０

４

４

４

日（火）

日（木）

日（木）

１２

１４

１４

月

月

月

３月 日（火）１５ ４月 日（火）１９

午後２時より
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８

１０

１０

４

４

４

日（火）

日（木）

日（木）

１２

１４

１４

月

月

月

３月 日（火）１５ ４月 日（火）１９

午後２時より
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▼
も
う
ち
ょ
っ
と
上
、
上
、
右
、
左
、
下
と

言
っ
て
、
２
年
生
の
孫
と
フ
ク
ワ
ラ
イ
を
し

ま
し
た
。
フ
ォ
レ
ス
ト
新
年
号
、
年
末
お
忙

し
い
中
、
届
け
て
下
さ
っ
て
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

玉
串
町
西　

藤
本　

淑
子

▼
「
初
春
や 

願
い
は
一
つ 

収
束
を
」

ど
う
か
、
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
て
マ
ス
ク
の
な

い
日
常
に
早
く
戻
り
ま
す
よ
う
に
！
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

西
堤
本
通
東　

山
科　

祥
子

▼
毎
年
、
調
整
し
て
作
っ
た
り
買
っ
た
り
し

て
い
る
つ
も
り
が
余
っ
て
し
ま
う
お
せ
ち
。

皆
さ
ん
は
、
ち
ょ
う
ど
用
意
で
き
て
い
ま
す

か
？
余
る
と
、
何
と
は
な
し
に
、
味
わ
わ
ず

に
食
べ
て
し
ま
い
、
も
っ
た
い
な
い
な
あ
。

余
っ
た
お
せ
ち
の
リ
メ
イ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
を

フ
ォ
レ
ス
ト
に
紹
介
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　

横
小
路
町　

木
村　

美
佐
子

▼
ふ
く
わ
ら
い
の
顔
に
も
マ
ス
ク
の
ピ
ー
ス

が
い
る
よ
う
な
マ
ス
ク
、
マ
ス
ク
の
一
年
で

し
た
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ブ
東
花
園
店
の

レ
ー
ズ
ン
食
パ
ン
を
お
友
達
に
い
た
だ
い

て
、
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
の
で
注
文
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
野
菜
も
新
鮮
で

果
物
も
お
い
し
い
で
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

花
園
本
町　

橋
本　

則
子

▼
新
年
に
ふ
さ
わ
し
い
ク
イ
ズ
で
し
た
ね
。お

陰
で
お
正
月
は
手
作
り
の
フ
ク
ワ
ラ
イ
で
孫

と
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。き
っ
と
今
年
も
い

い
一
年
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。昨
今
、

ペ
ン
を
持
つ
こ
と
が
な
く
な
り
、文
字
を
忘
れ

る
こ
と
が
多
く
な
り
つ
つ
、こ
れ
か
ら
も
ク
イ

ズ
に
挑
戦
し
た
い
と
、思
い
ま
す
。

玉
串
元
町　

大
東　

美
智
子

▼
昨
年
の
11
月
22
日
の
演
歌
ギ
タ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
、
す
ご
く
よ
か
っ
た
で
す
。
早
く
コ

ロ
ナ
が
お
さ
ま
り
、
毎
年
開
か
れ
ま
す
よ
う

に
お
願
い
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

新
庄　

平
田　

章
子

▼
毎
回
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ク
ラ
ブ
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。
年
末
の
朝
市
は
品
揃
え
豊

富
で
、
お
雑
煮
の
材
料
等
い
ろ
い
ろ
と
買
い

物
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
く
わ
い
が

大
変
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
今
年
も
オ
ミ
ク

ロ
ン
に
負
け
な
い
よ
う
、
農
業
祭
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。福

万
寺
町　

和
田　

久
子

▼
一
年
に
一
回
、干
支
の
貯
金
箱
を
い
た
だ
い

て
、今
年
は
十
二
体
の
干
支
を
玄
関
の
正
面
の

棚
に
初
め
て
並
べ
ま
し
た
。と
て
も
可
愛
ら
し

い
で
す
。「
赤
ち
ゃ
ん
抱
い
た
の
、こ
れ
何
の
干

支
か
な
？
」な
ど
面
白
い
で
す
。私
は
、こ
の
干

支
た
ち
に「
二
十
四
の
瞳
」と
言
っ
て
、訪
問
し

て
く
れ
る
知
人
、友
人
を
お
迎
え
し
て
も
ら
い

ま
す
。　　
　
　

瓢
箪
山
町　

有
井　

美
代
子

フォレストクラブは読者のページです。
みなさんからＪＡグリーン大阪へのご
意見・ご要望、おすすめ簡単料理メ
ニュー、あなたの健康法、手軽に行け
るハイキングスポットなどを郵政ハガ
キにお書きの上、クイズコーナーの応
募先にお寄せください。また、あなた
の家族写真、お子さんの写真、ペット
写真、絵手紙なども募集しています。
写真について、封書で写真説明文をつ
けて、お寄せ下さい。なお、写真の応
募多数の場合は、紙面の都合上、抽選
によって採用を決めさせていただきま
すので、ご了承ください。

モナ・カサンドラモナ・カサンドラ
ＪＡ広報通信より（ＪＡ新聞連発行）

★おひつじ座　3／21～4／19

星占いの区分について　太陽の動きを元に星座は決められています。うるう年があるように、
太陽の動きは毎年少しずつ違います。そのため星座の境目は、毎年少しずつずれているので
す。よって境目生まれの人は、前号と星座が違う場合があります。

星占いの区分について　太陽の動きを元に星座は決められています。うるう年があるように、
太陽の動きは毎年少しずつ違います。そのため星座の境目は、毎年少しずつずれているので
す。よって境目生まれの人は、前号と星座が違う場合があります。

今月のあなたの運勢今月のあなたの運勢

（全体運）心の内で迷っていることの仕分けを。
延期、保留というくくりを付けるだけでも状
況は改善へ。行動力が高まります
（健康運）楽しみながらできる運動がお勧め
です

★かに座　6／22～7／22
（全体運）渡りに船の話が舞い込みそう。活
動的なほどラッキーに巡り合えます。セミナ
ー参加や旅行の計画を立てて吉
（健康運）古傷が痛みやすいとき。冷やさな
いよう大切に

★てんびん座　9／23～10／23
（全体運）上昇運です。さまざまなことが明
らかになってくるはず。心配事は解消へ。悩
んでいるより相談してみるのがベター
（健康運）体力増進のチャンス。運動量を増
やして

★やぎ座　12／22～1／19
（全体運）交流が活発化。うれしい話も聞け
そうです。協力体制をつくるチャンス。仲間
を募って新しいことを始めましょう
（健康運）何でもおいしい。腹八分目を心掛
けて

★おうし座　4／20～5／20
（全体運）上旬はもたつき気味のコミュニケ
ーションも中旬には回復。手伝ってくれる人
が現れて、遅れも取り戻せます
（健康運）頑張り過ぎはダウンの原因に。休
憩を挟んで

★しし座　7／23～8／22
（全体運）忙しくも楽しい月です。ハプニン
グ要素が強く頼まれ事が増えそう。できるこ
とは引き受けるのが開運のコツ
（健康運）肌荒れに気を付けて。クリームな
どでケアを

★さそり座　10／24～11／22
（全体運）気後れして活躍の機会を逃してし
まわないように。失敗は成功の母。最初は駄
目でも修正しつつ進めれば成功へ
（健康運）つまずいたりぶつけたりしないよ
う慎重に

★みずがめ座　1／20～2／18
（全体運）周囲の目を集めやすいとき。見ら
れているのを意識して行動するとチャンスが
倍増。かっこいいやり方を工夫して
（健康運）パワフル。張り切り過ぎてけがを
しないように

★ふたご座　5／21～6／21
（全体運）切磋琢磨（せっさたくま）しなが
ら前進するときです。対立したら何が最善か
を考えて。上昇志向が問題解決の鍵
（健康運）ハードメニューもこなせます。プ
ロテインに吉

★おとめ座　8／23～9／22
（全体運）多忙な時期なので優先順位を付け
て動くことが大切です。連絡は早めに。1 人
では難しそうなら助けを求めましょう
（健康運）温かいハーブティーや漢方茶でテ
ィータイムを

★いて座　11／23～12／21
（全体運）やることが山積みになりそう。大
切なことや重要なことを意識して。無理なこ
とはすぐにお断りを。下旬は運気回復
（健康運）耳寄りな情報が。新しい健康法を
試してみて

★うお座　2／19～3／20
（全体運）太陽の祝福を受ける好調運。新し
いことに取り組むのが大吉。難しい状況も強
気でいけば前進へ。勇気を出して
（健康運）心配し過ぎは駄目。軽い運動でリ
ラックス

占いを学術的に解析する「ルネ・ヴァン・ダール研究所」の研究生となり、占星学のロジックを徹底的に解読・探求。コンピュータによるホロスコープ作成の道を拓いた。
現在は執筆活動を始め、さらなる占星の研究を重ねている。　　ルネ・ヴァン・ダール研究所　　http://www.rene-v.com/

問　

題

　

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
桃
の
節
句
に
行
う
行
事

②
東
京
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
3
月
末
ご
ろ
―

―
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す

③
唱
歌『
春
の
小
川
』で
ス
ミ
レ
や
レ
ン
ゲ
が

咲
い
て
い
る
場
所

④
イ
チ
ゴ
畑
に
防
鳥
―
―
を
張
っ
た

⑥
腰
を
掛
け
る
家
具

⑨
ア
ラ
ジ
ン
が
こ
す
る
と
精
霊
が
出
て
き
ま

し
た

⑪
木
枯
し
紋
次
郎
が
か
ぶ
っ
て
い
ま
す

⑬
甘
い
物
よ
り
お
酒
が
好
き
で
す

⑮
湯
畑
が
有
名
な
群
馬
県
の
温
泉
地

⑰
忍
者
が
指
を
組
ん
で
結
ぶ
も
の

⑲
金
づ
ち
で
打
ち
ま
す

タ
テ
の
カ
ギ

②
千
客
万
来
を
願
っ
て
飾
る
、動
物
の
置
物

⑤
野
球
の
チ
ー
ム
を
プ
レ
ー
人
数
か
ら
こ
う

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

⑦
大
豆
に
は
タ
ン
パ
ク
―
―
が
豊
富
に
含
ま

れ
ま
す

⑧
ま
つ
げ
に
塗
る
化
粧
品

⑩
坂
本
龍
馬
の
出
身
藩

⑫
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
の
―
―
点
は
1
3
度
で

す
⑭
地
球
表
面
の
お
よ
そ
3
割

⑯
誇
り
や
自
尊
心
を
意
味
す
る
片
仮
名
語

⑱
競
馬
場
で
は
ラ
チ
と
も
い
い
ま
す

⑳
ラ
グ
ビ
ー
が
盛
ん
な
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
王
国

㉑
母
校
か
ら
巣
立
ち
ま
す
。―
―
式
、―
―
ア

ル
バ
ム

（
締
切
）

　

令
和
4
年
3
月
22
日
（
当
日
消
印
有
効
）

※
な
お
、
当
選
者
発
表
は
本
誌
5
・
6
月
号

に
て
行
い
ま
す
。

※
消
印
が
締
切
日
を
過
ぎ
て
い
る
ハ
ガ
キ
が
届

い
て
い
ま
す
。早
め
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

　

応
募
総
数
115
枚
の
中
か
ら
次
の
20
名
の
方

に「
ほ
め
ら
れ
酢
」2
本
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

（
応
募
方
法
）

○
郵
政
ハ
ガ
キ
に
答
え
と
あ
な
た
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
職
業
、
お
取
引

支
店
名
と
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪
お
よ
び
、
本

誌
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
希
望
等
を
記
入
の

上
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
、
20
名
様

に
「
ほ
め
ら
れ
酢
」
2
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

（
あ
て
先
）

〒
５
７
７-

０
０
１
１

　

東
大
阪
市
荒
本
北
１
丁
目
5
番
50
号

　

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
部　

組
合
員
課　

宛

※
ク
イ
ズ
に
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
個

人
情
報
は
、
当
選
者
へ
の
賞
品
を
進
呈
す
る

た
め
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
感
想
は
、

「
フ
ォ
レ
ス
ト
ク
ラ
ブ
」
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ク
イ
ズ
の
応
募
に
つ
い
て

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
で
も
応
募
が

で
き
ま
す
。

◎
前
号
の
ク
イ
ズ
の
当
選
者（
順
不
同・敬
称
略
）

＊
フ
ォ
レ
ス
ト
表
紙
イ
ラ
ス
ト
／
大
西
ひ
ろ
み
さ
ん

https://www.ja-greenosaka.or.jp/（ＪＡグリーン大阪のＨＰ）

伊
藤
眞
理
子

東
野　

友
紀

植
田　

和
子

大
西　

稔
子

北
野　

陽
子

西
原　

晴
美

横
井
智
恵
子

宮
前　

正
信

福
吉　

美
恵

市
川　

和
子

有
井
美
代
子

小
山　

静
子

田
中　

利
一

西
村　
　

弘

福
田
美
知
子

田
中
久
美
子

秋
月
喜
久
子

菅
沼
大
吉
郎

山
下　

來
花

上
田　

美
樹

◎
前
号
の
ク
イ
ズ
の
解
答

　

「
フ
ク
ワ
ラ
イ
」

　

少
し
ず
つ
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

空
で
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
似
た
お
日
様
が
ニ

コ
ニ
コ
笑
っ
て
い
ま
す
。

　
「
あ
っ
ち
ゃ
ん
、今
日
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
サ

ラ
ダ
日
和
だ
ね
」

　

春
は
も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

大
西
ひ
ろ
み

表
紙
の
こ
と
ば

サ
ラ
ダ
日
和

◎
あ
と
が
き

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、春
は
来
る
ク
ル
！
花
も
咲

く
！！本

店
の
ア
グ
リ
ゾ
ー
ン
で
、稲
田
桃
の
ツ
ボ

ミ
が
デ
ビ
ュ
ー
の
季
節
と
皆
様
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
花
見
の
後
は
、フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ブ
本

店
で
地
元
の
と
れ
と
れ
野
菜
の
お
買
い
物
、ま

さ
に「
花
よ
り
団
子
！
」を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

（
組
合
員
課　

川
西　

信
久
）

理
事
会
報
告
（
次
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
）

令
和
３
年
12
月
15
日（
水
）

12
月
定
例
理
事
会

◎
次
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

　

12
月
31
日
付

　
　

久
保　

雄
暉
（
人
事
課
付
）

　
　

山
本　

凌
太
（
加
納
支
店
）

第
１
号
議
案　

新
盾
津
支
店
の
設
計
並
び
に
全
体
事

業
費
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

お
客
さ
ま
本
位
の
業
務
運
営
に
関
す

る
取
扱
方
針
の一
部
変
更
に
つ
い
て

令
和
4
年
1
月
26
日（
水
）

1
月
定
例
理
事
会

第
１
号
議
案　

役
員
の
定
年
等
に
関
す
る
規
程
の一
部

変
更
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

職
制
規
程
並
び
に
事
業
継
続
計
画（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）の一
部
変
更
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

給
与
規
程
の一
部
変
更
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

信
用
事
業
方
法
書（
内
国
為
替
取
引
）

並
び
に
内
国
為
替
取
引
規
程
の一
部
変

更
に
つ
い
て

ＪＡグリーン大阪  1月末日現在
●貯金高

●貸出金

●長期共済保有高

●購買品取扱高

●組合員数

●職員数

325，206，243（千円）

36，696，445（千円）

560，180，790（千円）

216，350（千円）

正組合員2，186名・准組合員15，915名

217名（男性129名、女性88名）

3/1～3/31

全店に空気清浄機を設置グ
リ
ー
ン
大
阪
で
は
、組
合
員
・
利
用
者
に

向
け
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
策
と
し
て
、店
舗
来
客
用
ス
ペ
ー
ス
に
空

気
清
浄
機
を
３
月
に
設
置
い
た
し
ま
す
。

設
置
場
所
は
、本
店
、各
支
店
、フ
レ
ッ

シ
ュ
・
ク
ラ
ブ
３
店
舗
で
す
。

今
回
の
設
置
は
、Ｊ
Ａ
共
済
の
地
域
農
業

活
性
化
積
立
金
を
活
用
し
ま
し
た
。 設置予定の空気清浄機

（
Ｊ
Ａ
広
報
通
信
よ
り・出
題
●
ニ
コ
リ
）



1415

▼
も
う
ち
ょ
っ
と
上
、
上
、
右
、
左
、
下
と

言
っ
て
、
２
年
生
の
孫
と
フ
ク
ワ
ラ
イ
を
し

ま
し
た
。
フ
ォ
レ
ス
ト
新
年
号
、
年
末
お
忙

し
い
中
、
届
け
て
下
さ
っ
て
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

玉
串
町
西　

藤
本　

淑
子

▼
「
初
春
や 

願
い
は
一
つ 

収
束
を
」

ど
う
か
、
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
て
マ
ス
ク
の
な

い
日
常
に
早
く
戻
り
ま
す
よ
う
に
！
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

西
堤
本
通
東　

山
科　

祥
子

▼
毎
年
、
調
整
し
て
作
っ
た
り
買
っ
た
り
し

て
い
る
つ
も
り
が
余
っ
て
し
ま
う
お
せ
ち
。

皆
さ
ん
は
、
ち
ょ
う
ど
用
意
で
き
て
い
ま
す

か
？
余
る
と
、
何
と
は
な
し
に
、
味
わ
わ
ず

に
食
べ
て
し
ま
い
、
も
っ
た
い
な
い
な
あ
。

余
っ
た
お
せ
ち
の
リ
メ
イ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
を

フ
ォ
レ
ス
ト
に
紹
介
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　

横
小
路
町　

木
村　

美
佐
子

▼
ふ
く
わ
ら
い
の
顔
に
も
マ
ス
ク
の
ピ
ー
ス

が
い
る
よ
う
な
マ
ス
ク
、
マ
ス
ク
の
一
年
で

し
た
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ブ
東
花
園
店
の

レ
ー
ズ
ン
食
パ
ン
を
お
友
達
に
い
た
だ
い

て
、
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
の
で
注
文
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
野
菜
も
新
鮮
で

果
物
も
お
い
し
い
で
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

花
園
本
町　

橋
本　

則
子

▼
新
年
に
ふ
さ
わ
し
い
ク
イ
ズ
で
し
た
ね
。お

陰
で
お
正
月
は
手
作
り
の
フ
ク
ワ
ラ
イ
で
孫

と
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。き
っ
と
今
年
も
い

い
一
年
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。昨
今
、

ペ
ン
を
持
つ
こ
と
が
な
く
な
り
、文
字
を
忘
れ

る
こ
と
が
多
く
な
り
つ
つ
、こ
れ
か
ら
も
ク
イ

ズ
に
挑
戦
し
た
い
と
、思
い
ま
す
。

玉
串
元
町　

大
東　

美
智
子

▼
昨
年
の
11
月
22
日
の
演
歌
ギ
タ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
、
す
ご
く
よ
か
っ
た
で
す
。
早
く
コ

ロ
ナ
が
お
さ
ま
り
、
毎
年
開
か
れ
ま
す
よ
う

に
お
願
い
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

新
庄　

平
田　

章
子

▼
毎
回
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ク
ラ
ブ
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。
年
末
の
朝
市
は
品
揃
え
豊

富
で
、
お
雑
煮
の
材
料
等
い
ろ
い
ろ
と
買
い

物
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
く
わ
い
が

大
変
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
今
年
も
オ
ミ
ク

ロ
ン
に
負
け
な
い
よ
う
、
農
業
祭
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。福

万
寺
町　

和
田　

久
子

▼
一
年
に
一
回
、干
支
の
貯
金
箱
を
い
た
だ
い

て
、今
年
は
十
二
体
の
干
支
を
玄
関
の
正
面
の

棚
に
初
め
て
並
べ
ま
し
た
。と
て
も
可
愛
ら
し

い
で
す
。「
赤
ち
ゃ
ん
抱
い
た
の
、こ
れ
何
の
干

支
か
な
？
」な
ど
面
白
い
で
す
。私
は
、こ
の
干

支
た
ち
に「
二
十
四
の
瞳
」と
言
っ
て
、訪
問
し

て
く
れ
る
知
人
、友
人
を
お
迎
え
し
て
も
ら
い

ま
す
。　　
　
　

瓢
箪
山
町　

有
井　

美
代
子

フォレストクラブは読者のページです。
みなさんからＪＡグリーン大阪へのご
意見・ご要望、おすすめ簡単料理メ
ニュー、あなたの健康法、手軽に行け
るハイキングスポットなどを郵政ハガ
キにお書きの上、クイズコーナーの応
募先にお寄せください。また、あなた
の家族写真、お子さんの写真、ペット
写真、絵手紙なども募集しています。
写真について、封書で写真説明文をつ
けて、お寄せ下さい。なお、写真の応
募多数の場合は、紙面の都合上、抽選
によって採用を決めさせていただきま
すので、ご了承ください。

モナ・カサンドラモナ・カサンドラ
ＪＡ広報通信より（ＪＡ新聞連発行）

★おひつじ座　3／21～4／19

星占いの区分について　太陽の動きを元に星座は決められています。うるう年があるように、
太陽の動きは毎年少しずつ違います。そのため星座の境目は、毎年少しずつずれているので
す。よって境目生まれの人は、前号と星座が違う場合があります。

星占いの区分について　太陽の動きを元に星座は決められています。うるう年があるように、
太陽の動きは毎年少しずつ違います。そのため星座の境目は、毎年少しずつずれているので
す。よって境目生まれの人は、前号と星座が違う場合があります。

今月のあなたの運勢今月のあなたの運勢

（全体運）心の内で迷っていることの仕分けを。
延期、保留というくくりを付けるだけでも状
況は改善へ。行動力が高まります
（健康運）楽しみながらできる運動がお勧め
です

★かに座　6／22～7／22
（全体運）渡りに船の話が舞い込みそう。活
動的なほどラッキーに巡り合えます。セミナ
ー参加や旅行の計画を立てて吉
（健康運）古傷が痛みやすいとき。冷やさな
いよう大切に

★てんびん座　9／23～10／23
（全体運）上昇運です。さまざまなことが明
らかになってくるはず。心配事は解消へ。悩
んでいるより相談してみるのがベター
（健康運）体力増進のチャンス。運動量を増
やして

★やぎ座　12／22～1／19
（全体運）交流が活発化。うれしい話も聞け
そうです。協力体制をつくるチャンス。仲間
を募って新しいことを始めましょう
（健康運）何でもおいしい。腹八分目を心掛
けて

★おうし座　4／20～5／20
（全体運）上旬はもたつき気味のコミュニケ
ーションも中旬には回復。手伝ってくれる人
が現れて、遅れも取り戻せます
（健康運）頑張り過ぎはダウンの原因に。休
憩を挟んで

★しし座　7／23～8／22
（全体運）忙しくも楽しい月です。ハプニン
グ要素が強く頼まれ事が増えそう。できるこ
とは引き受けるのが開運のコツ
（健康運）肌荒れに気を付けて。クリームな
どでケアを

★さそり座　10／24～11／22
（全体運）気後れして活躍の機会を逃してし
まわないように。失敗は成功の母。最初は駄
目でも修正しつつ進めれば成功へ
（健康運）つまずいたりぶつけたりしないよ
う慎重に

★みずがめ座　1／20～2／18
（全体運）周囲の目を集めやすいとき。見ら
れているのを意識して行動するとチャンスが
倍増。かっこいいやり方を工夫して
（健康運）パワフル。張り切り過ぎてけがを
しないように

★ふたご座　5／21～6／21
（全体運）切磋琢磨（せっさたくま）しなが
ら前進するときです。対立したら何が最善か
を考えて。上昇志向が問題解決の鍵
（健康運）ハードメニューもこなせます。プ
ロテインに吉

★おとめ座　8／23～9／22
（全体運）多忙な時期なので優先順位を付け
て動くことが大切です。連絡は早めに。1 人
では難しそうなら助けを求めましょう
（健康運）温かいハーブティーや漢方茶でテ
ィータイムを

★いて座　11／23～12／21
（全体運）やることが山積みになりそう。大
切なことや重要なことを意識して。無理なこ
とはすぐにお断りを。下旬は運気回復
（健康運）耳寄りな情報が。新しい健康法を
試してみて

★うお座　2／19～3／20
（全体運）太陽の祝福を受ける好調運。新し
いことに取り組むのが大吉。難しい状況も強
気でいけば前進へ。勇気を出して
（健康運）心配し過ぎは駄目。軽い運動でリ
ラックス

占いを学術的に解析する「ルネ・ヴァン・ダール研究所」の研究生となり、占星学のロジックを徹底的に解読・探求。コンピュータによるホロスコープ作成の道を拓いた。
現在は執筆活動を始め、さらなる占星の研究を重ねている。　　ルネ・ヴァン・ダール研究所　　http://www.rene-v.com/

問　

題

　

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
桃
の
節
句
に
行
う
行
事

②
東
京
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
3
月
末
ご
ろ
―

―
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す

③
唱
歌『
春
の
小
川
』で
ス
ミ
レ
や
レ
ン
ゲ
が

咲
い
て
い
る
場
所

④
イ
チ
ゴ
畑
に
防
鳥
―
―
を
張
っ
た

⑥
腰
を
掛
け
る
家
具

⑨
ア
ラ
ジ
ン
が
こ
す
る
と
精
霊
が
出
て
き
ま

し
た

⑪
木
枯
し
紋
次
郎
が
か
ぶ
っ
て
い
ま
す

⑬
甘
い
物
よ
り
お
酒
が
好
き
で
す

⑮
湯
畑
が
有
名
な
群
馬
県
の
温
泉
地

⑰
忍
者
が
指
を
組
ん
で
結
ぶ
も
の

⑲
金
づ
ち
で
打
ち
ま
す

タ
テ
の
カ
ギ

②
千
客
万
来
を
願
っ
て
飾
る
、動
物
の
置
物

⑤
野
球
の
チ
ー
ム
を
プ
レ
ー
人
数
か
ら
こ
う

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

⑦
大
豆
に
は
タ
ン
パ
ク
―
―
が
豊
富
に
含
ま

れ
ま
す

⑧
ま
つ
げ
に
塗
る
化
粧
品

⑩
坂
本
龍
馬
の
出
身
藩

⑫
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
の
―
―
点
は
1
3
度
で

す
⑭
地
球
表
面
の
お
よ
そ
3
割

⑯
誇
り
や
自
尊
心
を
意
味
す
る
片
仮
名
語

⑱
競
馬
場
で
は
ラ
チ
と
も
い
い
ま
す

⑳
ラ
グ
ビ
ー
が
盛
ん
な
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
王
国

㉑
母
校
か
ら
巣
立
ち
ま
す
。―
―
式
、―
―
ア

ル
バ
ム

（
締
切
）

　

令
和
4
年
3
月
22
日
（
当
日
消
印
有
効
）

※
な
お
、
当
選
者
発
表
は
本
誌
5
・
6
月
号

に
て
行
い
ま
す
。

※
消
印
が
締
切
日
を
過
ぎ
て
い
る
ハ
ガ
キ
が
届

い
て
い
ま
す
。早
め
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

　

応
募
総
数
115
枚
の
中
か
ら
次
の
20
名
の
方

に「
ほ
め
ら
れ
酢
」2
本
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

（
応
募
方
法
）

○
郵
政
ハ
ガ
キ
に
答
え
と
あ
な
た
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
職
業
、
お
取
引

支
店
名
と
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪
お
よ
び
、
本

誌
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
希
望
等
を
記
入
の

上
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
、
20
名
様

に
「
ほ
め
ら
れ
酢
」
2
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

（
あ
て
先
）

〒
５
７
７-

０
０
１
１

　

東
大
阪
市
荒
本
北
１
丁
目
5
番
50
号

　

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
部　

組
合
員
課　

宛

※
ク
イ
ズ
に
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
個

人
情
報
は
、
当
選
者
へ
の
賞
品
を
進
呈
す
る

た
め
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
感
想
は
、

「
フ
ォ
レ
ス
ト
ク
ラ
ブ
」
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ク
イ
ズ
の
応
募
に
つ
い
て

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
で
も
応
募
が

で
き
ま
す
。

◎
前
号
の
ク
イ
ズ
の
当
選
者（
順
不
同・敬
称
略
）

＊
フ
ォ
レ
ス
ト
表
紙
イ
ラ
ス
ト
／
大
西
ひ
ろ
み
さ
ん

https://www.ja-greenosaka.or.jp/（ＪＡグリーン大阪のＨＰ）

伊
藤
眞
理
子

東
野　

友
紀

植
田　

和
子

大
西　

稔
子

北
野　

陽
子

西
原　

晴
美

横
井
智
恵
子

宮
前　

正
信

福
吉　

美
恵

市
川　

和
子

有
井
美
代
子

小
山　

静
子

田
中　

利
一

西
村　
　

弘

福
田
美
知
子

田
中
久
美
子

秋
月
喜
久
子

菅
沼
大
吉
郎

山
下　

來
花

上
田　

美
樹

◎
前
号
の
ク
イ
ズ
の
解
答

　

「
フ
ク
ワ
ラ
イ
」

　

少
し
ず
つ
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

空
で
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
似
た
お
日
様
が
ニ

コ
ニ
コ
笑
っ
て
い
ま
す
。

　
「
あ
っ
ち
ゃ
ん
、今
日
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
サ

ラ
ダ
日
和
だ
ね
」

　

春
は
も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

大
西
ひ
ろ
み

表
紙
の
こ
と
ば

サ
ラ
ダ
日
和

◎
あ
と
が
き

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、春
は
来
る
ク
ル
！
花
も
咲

く
！！本

店
の
ア
グ
リ
ゾ
ー
ン
で
、稲
田
桃
の
ツ
ボ

ミ
が
デ
ビ
ュ
ー
の
季
節
と
皆
様
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
花
見
の
後
は
、フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ブ
本

店
で
地
元
の
と
れ
と
れ
野
菜
の
お
買
い
物
、ま

さ
に「
花
よ
り
団
子
！
」を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

（
組
合
員
課　

川
西　

信
久
）

理
事
会
報
告
（
次
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
）

令
和
３
年
12
月
15
日（
水
）

12
月
定
例
理
事
会

◎
次
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

　

12
月
31
日
付

　
　

久
保　

雄
暉
（
人
事
課
付
）

　
　

山
本　

凌
太
（
加
納
支
店
）

第
１
号
議
案　

新
盾
津
支
店
の
設
計
並
び
に
全
体
事

業
費
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

お
客
さ
ま
本
位
の
業
務
運
営
に
関
す

る
取
扱
方
針
の一
部
変
更
に
つ
い
て

令
和
4
年
1
月
26
日（
水
）

1
月
定
例
理
事
会

第
１
号
議
案　

役
員
の
定
年
等
に
関
す
る
規
程
の一
部

変
更
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

職
制
規
程
並
び
に
事
業
継
続
計
画（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）の一
部
変
更
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

給
与
規
程
の一
部
変
更
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

信
用
事
業
方
法
書（
内
国
為
替
取
引
）

並
び
に
内
国
為
替
取
引
規
程
の一
部
変

更
に
つ
い
て

ＪＡグリーン大阪  1月末日現在
●貯金高

●貸出金

●長期共済保有高

●購買品取扱高

●組合員数

●職員数

325，206，243（千円）

36，696，445（千円）

560，180，790（千円）

216，350（千円）

正組合員2，186名・准組合員15，915名

217名（男性129名、女性88名）

3/1～3/31

全店に空気清浄機を設置グ
リ
ー
ン
大
阪
で
は
、組
合
員
・
利
用
者
に

向
け
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
策
と
し
て
、店
舗
来
客
用
ス
ペ
ー
ス
に
空

気
清
浄
機
を
３
月
に
設
置
い
た
し
ま
す
。

設
置
場
所
は
、本
店
、各
支
店
、フ
レ
ッ

シ
ュ
・
ク
ラ
ブ
３
店
舗
で
す
。

今
回
の
設
置
は
、Ｊ
Ａ
共
済
の
地
域
農
業

活
性
化
積
立
金
を
活
用
し
ま
し
た
。 設置予定の空気清浄機

（
Ｊ
Ａ
広
報
通
信
よ
り・出
題
●
ニ
コ
リ
）
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C O N T E N T S
グリーントピックス

ホビークラブ

グリーントピックス

ホビークラブ
自己改革アンケート

JAバンク優遇プログラム

自己改革アンケート

JAバンク優遇プログラム

フレッシュ・クラブ通信
インフォメーション
フォレストクラブ

フレッシュ・クラブ通信
インフォメーション
フォレストクラブ

信用事業手数料改定のご案内信用事業手数料改定のご案内

フォレストとは、森、森林という意味です。JAグリーン大阪がみんなの集まる森のようになりたいと名付けられました。

フォレスト https://www.ja-greenosaka.or.jp/


